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全世界的に拡がっている COVID-19 の影響を受け、直前まで Gothenburg Sweden での

リアル開催を検討されていたが、最終的には AMPERE2021 は MEETX を用いたオンライ

ン開催（9/14-16）となった。主体が欧州であり日本との時差は 7 時間（サマータイム）あ

るため、最後のセッションまで参加しようとすると、日付を跨ぐ時間までかかってしまう

のが難点であったが、参加者は欧州を中心に、日本や中国など World Wide であった。運

営に関しては事前に相当準備されたと思われ、ま

ず AMPERE digital platform（右図）が準備さ

れ、発表単位ごとに“join”をクリックして入退

室を繰り返すスタイルであった。Chair personは

じめ全員が発表時間に入室し、発表終了時間にな

ると強制的に退室という進行で、出入りが慌ただ

しく操作に慣れていないとバタバタしてしまう

感はあったものの、分刻みのスケジュールがほぼ

オンタイムで運営されるという良さを感じられ

た。 
また、質疑応答は基本チャット上で行われ、発

表中に聴講者は随時質問を書き込むことが出来

るため、発表中に聴講者同士でも質疑応答が進ん
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だり、また発表が終わると発表者がそれらにコメントしていくことで、時間ロスなく進行

されていた。 
発表内容については、以下のセッションが準備されていた。 
 
口頭発表 69 件 
・Food processing and process intensification 8 件 
・Dielectric and Magnetic Material Properties and Measurements 6 件 
・Medical and Biological Applications 6 件 
・Material Interaction 6 件 
・Chemistry/Biochemistry and Processing 6 件 
・Biomass and waste processing 6 件 
・Design of Applicators and Components 3 件 
・Energy and chemistry 3 件 
・EM modelling and Numerical Techniques 3 件 
・Industrial applications and Design of applicators 3 件 
・EM modelling and magnetic material properties and measurements 3 件 
・Biological Applications and Measurements 3 件 
・Plasma phenomena and processing 3 件 
・Solid State technology 2 件 
・THz applications and future trends 2 件 
・Other Microwave and HF Applications 6 件 
 
ポスターセッション 26 件 
 
全般的には化学系の内容が多く、私は全く専門外のため難しかったが、個人的にはプラ

ズマ反応プロセスが興味深かった。 
2 日目には EuMA（The European Microwave Association）とのコラボパネルディスカ

ッションもあり、「Microwave education and teaching: how to attract students when 
anybody can become an influencer?」と題して AMPERE メンバーが活発に討議を繰り広

げていた。欧州でも若手に対する興味の浸透が課題として挙げられており、日本同様にこ

れからのマイクロ波をどのように伝承していくのかは全世界共通の悩みであることが分か

った。 


